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はじめに 

 

 平成 22 年３月に初版を発行しました『特別支援教育ハンドブック』の改訂を、この度行うこととし

ました。平成 27 年、令和２年に続き、３度目の改訂となります。 

 

 平成 22年の初版の発行以降、15 年を経過しましたが、特別支援教育が社会全体の中で果たす役割は、

益々その重要性を増しています。初版のこのページにおいて、特別支援教育の対象となる児童生徒数の

増加について触れられていますが、特別支援教育に対する保護者等の理解や認識の深まりにより、その

傾向は令和となった現在においてより一層進んでいます。 

 文部科学省の令和５年５月１日現在の全国集計によると、義務務教育段階の全児童生徒数は約 941 万

人で、直近 10 年間で約１割減少している一方で、特別支援学級の在籍者数は平成 25年度比で 2.1 倍に、

通級による指導を受けている児童生徒は 2.3 倍に、特別支援学校の在籍者数は 1.3 倍に増えており、特

別支援教育の対象となる児童生徒の増加が顕著に表れています。 

 全国のこの傾向は、本県においても同様です。令和６年５月１日現在の集計では、義務教育段階の全

児童生徒数は約６万９千人で、10 年前の平成 26 年に比べると約１万３千人減少していますが、特別支

援学級の在籍者は、平成 26 年度比で約 2.1 倍に、通級による指導を受けている児童生徒は約 1.9 倍に、

特別支援学校の在籍者は約 1.05 倍に増えています。本県においても特別支援教育の対象となる児童生

徒は増加しています。 

 また、令和４年 12 月に公表された文部科学省が行った「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を

必要とする児童生徒に関する調査」結果では、通常の学級に在籍し学習面又は行動面で著しい困難を示

すとされた児童生徒数の割合は、小・中学校において推定値 8.8%、高等学校においては推定値 2.2%と

なっており、どの学級にも特別な教育的支援を必要としている児童生徒がいる可能性が示されました。 

 つまり、通常の学級、通級による指導、特別支援学級、特別支援学校を問わず、全ての学級に特別な

支援を必要とする児童生徒がいることを前提に、多様性を尊重した学級経営や、分かりやすい授業を行

うことが、これまで以上に求められています。 

 

 今回の改訂では、最新の状況や法律等を踏まえて内容を修正するとともに、全ての教員が特別支援教

育に主体的に取り組むために必要な情報を充実させることに努めました。特に、以下の３点については、

今回の改訂で重点を置いて見直しを行ったところです。 

 

・通常の学級、通級による指導、特別支援学級、特別支援学校といった、それぞれの多様な学びの場

ごとの留意点についての説明内容を充実 

・学校内における特別支援教育の推進役である特別支援教育コーディネーターの項目を新たに章立て 

・令和３年６月に成立した「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」を踏まえ、学校

における医療的ケアの項目を新たに追加 

 

 特別支援教育の充実が、子供たちの個別最適な学びの充実につながります。本書が活用され、子供た

ちのニーズに応じた教育的支援に役立つよう願っています。 

 

令和７年３月                香川県教育委員会事務局 

特 別 支 援 教 育 課 長  笠 井 幸 博 
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